























Can sustainable supply chain management (SSCM) 
practices increase corporate profits?







































































































　SCM のベストプラクティスとされるのが、トヨタ自動車の JIT、P&G とウォルマートが共同











　1990 年代から SSCM に関する研究論文が多数公表されてきている。
　Haldórsson et al.（2009）は、既存研究を整理し、SSCMに関する研究には以下の3つのアプロー
チがあることを明らかにした。





















　SSCM のベストプラクティスを基に企業が効率的な SSCM を構築するための実践的なテキス









































　SSCM に関する研究課題としては、Carter and Rogers（2008）は、サプライチェーンにおける
トリプルボトムラインのパフォーマンスを測定する方法が未確立であることから、これを確立す
ることを挙げている。また、Haldórsson et al.（2009）は、SSCM と経済的パフォーマンスの関係
が不明確であることを今後の研究課題に挙げている。
　因みに、CSR における社会・環境面のパフォーマンスと経済的なパフォーマンスとの関係に





























































































を誇る企業となったが、その成功の一つの原因は、革新的な SCM によるものである（Grewal et 
al, 2009）。









































































図 5　各国のフェアトレード販売額と GDP（2011 年）






































































　本研究の対象企業は、Deloitte Touche Tohmatsu Limited（2012）による世界の小売企業の売























① Tesco plc　② J Sainsbury plc　③ WM Morrison Supermarkets plc
④ Marks & Spencer Group plc　⑤ John Lewis Partnership plc
仏 ① Carrefour S.A.　② Casino Guichard-Perrachon S.A.
独 ① Metro AG　② Rewe Group
その他
① Koninklijke Ahold N.V（蘭）　② Delhaize Group SA（ベルギー）
③ Coop Group（スイス）　④ ICA AB（スウェーデン）　⑤ S Group（フィンランド）
⑥ Kesko Corporation（フィンランド）
米
① Wal-Mart Stores, Inc.　② The Kroger Co.　③ Costco Wholesale Co.　④ Target Co.





① Loblaw Companies Ltd.　② Empire Company Ltd.　③ Metro Inc.
④ Shoppers Drug Mart Co.













度は異なっているが、概ね 2006 ～ 2011 年度の実績を示している）の売上高を用い、その 5 年分の平均
増加率（年率）を計算した。なお、各社の売上高は、本社が存在する国の通貨で表示されている
名目値であるため、各国の消費者物価指数（CPI）を用いて実質化した。
　各社の SSCM 評価点と過去 5 年間の売上高増加率を基に散布図を作成すると、図 7 の通り、
各社の SSCM 評価点と売上高増加率は正の相関があることがわかる（相関係数は 0.3509、P 値は
0.0489）。
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SSCM の成果が出やすいこと、また、一般的にいって大企業ほど SSCM に取組むための内部的
な資金や人材に余裕があることが、その理由として考えられる。
　そこで、本研究の対象企業の SSCM 評価点と売上高との関係を見てみた。売上高は、DTTL
（2012）による 2011 年（2010 年 6 月を含む年度）の数値（ドルベース）を用いた。その相関を見ると、
売上高増加率と比較すると小さいものの、SSCM は売上高と正の相関があることがわかった（相
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